
 

 

ご紹介いただきました三浦でございます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

最初に、今年の７月に、岡山、広島、愛媛を

中心とした西日本豪雨におきましては、大変な

被害を受けました。本校もグラウンドが完全に

浸かりまして復旧にかなりの時間を要したこ

ともありましたが、全国の先生方から多大な励

ましのお言葉等を頂戴しました。この場をお借

りし最初にお礼を申しあげたいと思います。誠

にありがとうございました。 

さて、本日は、「高校生のための学びの基礎

診断」の実施に向けて取り組んできたこと、と

いうことで、50 分ほどお話をさせていただき

ます。お配りしています「レジュメ・資料集」

にはハンドアウトを載せています。本日のスラ

イドには、別のものをたくさんくっつけており

まして、ハンドアウトの方は、また見ておいて

いただければと思います。内容については変わ

りありません。 

（スライド３）大学入学共通テストの試行調

査が２回行われて、どうなるのかなと、興味

津々に見ているのですが、私は日本史の教員で

すので、11 月の３連休にこんなことを考えて

いました。これわかりますか？私のスマホで撮

った写真ですので、少し見にくいですね。夜中

に撮ったものです。平成 30（2018）年 11 月 23

日（金）23 時 50 分頃でございます。これを撮

ったのは新大阪なのですが、大阪地方のこの日

の天気はくもり時々晴れ、気温 18℃でした。60

歳の教師が、ホテルに向かって 800m ぐらいの

距離を時速５㎞ほどで歩いていました。数字が

たくさん出てきますよね。旧暦では 10 月 16 日

でございます。そこで、問いでございます。「日

本史のＭ先生が平成 30 年 11 月 23 日の夜に夜

空を見上げスマートフォンで撮った写真です。

日本史選択のみなさんに何を伝えたかったの

でしょうか。」という問いを考えてみました。

この中にも日本史の先生がおられますから、わ

かる方もおられるのではないかなと思います。

数字をきちんと読み解きさえすれば、ちょうど

この日が旧暦の 10 月 16 日という情報が読み

取れて、日本史、満月ということがわかれば、

わかると思います。今の新しいテストでも、い

ろいろな情報が出てきますが、子供たちがどの

ようにその情報を取り出して、うまく頭の中で

整理できるかが問題になっています。うなずい

ておられる方はこれですね。 

（スライド４）『小右記』でございます。藤
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原実資の日記の中で、1,000 年前に、藤原道長

が、自分の３人目の子供が入内するにあたって

詠んだ歌です。「此の世をば我が世とぞ思ふ望

月の虧たる事も無しと思えば」。これを見て「道

長が栄華を誇っている」と応える子が一番多い

と思いますが、この後ろに書いてありますね。

「余申して云ふ。御歌優美なり。酬答するに方

無し。満座只此の御歌を誦す可しと」。本当は

目上の人が歌を詠めば歌を返すというのが貴

族のルールでございます。ちょっと国語ができ

る子であれば、「それを思うと、返さなかった

実資はどうなのだ」という子も出てくると思い

ます。 

常日頃から、この類の話を本校の教員にも話

していて、先日の職員会議でもこの話をしまし

た。「確かに道長の歌は教えるけれども、生徒

たちがどのような形で情報を取ってこられる

かということをこれからは考えなければいけ

ない」と、そんなことでございます。こういう

話を毎月していますから、教員たちはうんざり

しているだろうと思いますが、「校長先生、次

は何の話が出てきますか？」と、期待はしてく

れている者も若干はいるようでございます。 

（スライド５）私が勤めている林野高校とい

うところは岡山県のちょうど北東部にありま

す。県下では小さい方の学校だろうと思います。

１学年の定員は 140 人です。140 人は満たして

おりませんが、この美作地域にある公立の唯一

の学校ですので、就職から難関大に至るまで

様々な形で取り組まなければいけない学校で

ございます。 

（スライド６）200 人定員ぐらいの時期がず

っと続き、大体、今から 10 年ぐらい前、2009

年までは定員充足率が増えたり減ったりしな

がらうまくいっていましたが、実は 2010 年を

境にうまくいかなくなり、これがずっと続いて

います。この間、働いている教員たちはいろい

ろなことをしてきましたが、それらがばらばら

に野に散らかっているような状態で、そのよう

な中、私は３年前に赴任しました。 

（スライド７、スライド８）実際に取り組ん

でいることをまとめると、ハンドアウトに落と

した通りでございます。「総合的な学習の時間」

は全国的にも注目いただいているようですが、

課題もあります。さきほど市川先生のお話の中

にも出てきた、ＩＣＴの話では、単焦点のプロ

ジェクターがあり、教師の説明に使っておりま

すが、昨年あたりから、生徒が主体的に使える

ツールとしてノートＰＣを各自に持たしてい

るという状況でございます。時間が限られてい

ますが、少しだけ学校の様子を見ていただきま

す。 

 

《ビデオクリップ視聴》 

 

（スライド９）地元のケーブルテレビ局が定

期的に撮りに来てはこんな番組を地元で流す

という、そういうケースであります。 

 （スライド 10）「高大接続」と「高校生のた

めの学びの基礎診断」が繋がっていくのは、私

個人において 2004 年と 2010 年にあったと考

えています。2004 年は、この『希望格差社会』

です。小論文を指導されている方は、ご承知の

通り、この話が出てきて、社会のあり様という

ことを考えるようになりましたし、余談ですが

2003 年には「総合的な学習の時間」が高校で始

まった年です。そのような中で、高大接続の在

り方というか、大学入試の在り方を考えていた

ときに、ちょうど８年前になりますが、この高

大連携教育フォーラムにはじめて参加しまし

た。こちらにおられます荒瀬先生と北海道大学

の佐々木先生が登壇されていて、会場とお二人

が丁丁発止のやりとりをされていました。「え

っ、こんなにことが進んでいるのか」と、自分

自身で自覚するようになりました。その後、管

理職として、様々な場に参加する中で、全国で

は、高等学校教育の質保証ということが盛んに

言われていました。スライド（スライド 10）の
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真ん中ですが、ちょうどその年にあった普通科

校長会の冊子が校長室にありましたので、引っ

張り出してみると、たまたま荒瀬先生の発表が

掲載されていて、「あっ、そうだったんだ」と、

読んで思ったところでございます。ですから、

私自身も高大接続のことや質保証の話を考え

るのは約 10 年弱でございます。 

（スライド 12）これは皆さま方ご承知の資

料だと思いますが、学習改善のための研究開発

事業ということで、今回の事業「高校生のため

の学びの基礎診断」があります。 

（スライド 13）国は認定ツールを提供し、高

校では、「社会で自立するために必要な基礎学

力について、各学校がそれぞれの実情を踏まえ

て目標を設定し、教育課程を編成。多様な測定

ツールを活用しながら生徒の学習状況を多面

的に評価し、指導の工夫、充実を図っていく」

という、これが大元です。私自身も確かに、新

テストが入るから、３年間の研究指定が来るか

らということで認定ツールを使うわけですが、

テストだけを矮小化するのではなく、生徒の学

習状況をどのように改善しながら評価し、より

よくしていくのか、ということです。本校では、

困ると必ず「ちょっと原点回帰してみよう」と

言ってこの議論に立ち返ります。 

 （スライド 14）県内では、もう一校、岡山工

業高校が研究指定校になっています。 

（スライド 15）とにかく、高大接続改革を推

進するため、「『基礎学力の着実な定着』ととも

に、『高校生の学習意欲の喚起』を目指し、『高

校生のための学びの基礎診断』の導入検討等に

ついて取り組む」。先生方には、「ＰＤＣＡサイ

クルを確立しましょうよ」という話が一番腑に

落ちてもらえました。困った時期の話をしまし

たが、10 年ほど前から、授業改善をやろうと、

様々なことをやってきましたが、どうしても単

発に終わっていました。「この先生はすごいね」

とか、「授業公開をしましょう」と取り組んで

きたわけですが、属人的になってしまっていま

した。そこで、「ＰＤＣＡという形でどうやっ

て回していくのかを考えることがやはり大元

ですよ」と、整理し直しました。 

（スライド 16）３年間やってきたことは正

にこのようなことです。１つは「ＰＤＣＡサイ

クルの構築」です。そして、学習指導要領が改

訂される中、「資質・能力」が全面的に出てき

て教育が大きく変わっていくということを先

生方に伝えながら、同時並行で、「チーム学校」

という言い方ではありますが、その「資質・能

力」を意識してもらうための取り組みを進めて

きました。今年は、「ＰＤＣＡサイクルの構築」

と「資質・能力を育成する学校の仕組作り」と

の枠の仕切りがありませんが、これまでやって

きたことをやってみようというのが今年のモ

ードであります。 

最初に、この「資質・能力を育成する学校の

仕組作り」の話をします。いろいろなことをし

ていると、「先生、そんなにいろいろなことを

していると、お忙しいのではないですか」とい

う話が出てくると思います。確かに新しいこと

を取り入れるときはハードルが上がるので大

変ですが、例えば、若い教員が新しいことを実

践し、ベテランの教員がそれを取り入れて効果

が出るなど、「チーム学校」として、みんなで

取り組むことによってハードルを下げていく、

ということを少しずつやっていくしかないと

思っています。劇的に変えると必ず反動が来ま

すから。 

（スライド 17）そこで、何点かまとめまし

た。まず、「先生方への授業改善への提言」で

す。授業改善に取り組んできた先生方に、何を

伝えるかということです。「もう授業改善はや

っています」「授業改善シートとしてこういう

ものがあります」と言いますが、「このような

ことを考えたことはありますか」「授業が変わ

るということはこういうことではないですか」

と、次のようなことを職員会議で話しました。 

（スライド 20）「授業を変える３段階がある
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のではないか」ということです。まず、「出会

うこと」。いい先生の授業は絶対に存在します。

授業者だって、実践報告だって、理論だってあ

ります。次に、「自分で実践してみること」。「試

みる」です。そして最後は、「自分で披露して

みることです」。これらはやはり言い続けなけ

ればいけません。しかしながら、やって評価さ

れる、ということを先生方に体験してもらうと、

そのハードルは少しずつ低くなっていきます。 

（スライド 24）２番目に「授業評価の復活」

です。どの学校でもされているかと思います。

昔、本校でも授業評価を行っていましたが、担

当されていた先生が亡くなられて、そのノウハ

ウが一回途切れてしまいました。途切れたもの

をもう一度復活させて、より意味のある授業改

善につなげようと、年に２回、授業評価をおこ

なっています。質問項目は８項目で、このスラ

イド（スライド 24）にある通りです。「学習の

めあて」が示されているか、身に付けたい力を

意識できているか、意欲的に取り組めるような

工夫をおこなっていると感じるか、知識・技能

を確実に修得できているか、というような項目

で生徒に評価してもらいます。 

実は今年から、教科のカリキュラム・マネジ

メントを促すために、９番目と 10 番目の設問

を新たに設けています。 

（スライド 25）１学期の評価結果を少しだ

けお見せします。レーダーチャートにするとこ

うなります。見たらわかると思いますが、質問

１から質問５はよくふくらんだチャートにな

っています。しかしながら後半の質問について

はまだ少し厳しいということが見て取れます。

もちろん、ふくらみが大きいからこの先生はい

い先生だと言うつもりは毛頭にございません。

生徒の正直な評価ですから、例えば、右下の化

学基礎では、注文が書かれていますが、そのま

まをお返ししています。校長がそれをみて評価

するのかというと、私は「そうかなぁ」と思う

だけです。自分の目で見に行って、あとで「こ

うすると、もっといいですよ」という話しかし

ません。このレーダーチャートを見ていただく

と本校の今の特徴が見えると思います。ちょう

ど後半の質問６～８あたりがやはりまだ努力

が必要なのでしょう。 

（スライド 26）３つ目です。赴任してから２

年目に、いい授業とは何か、授業をどうデザイ

ンしていくかということで、取り組んでいるの

が、このＩＣＥモデルというものです。 

（スライド 27）実はなんでもよかったので

すが、「一番取り組みやすいのは何だろうか」

「理論的に何かあるだろうか」と探していたと

きに、本校の教員がこの土持ゲーリー法一さん

のＩＣＥモデルを見つけてきました。広島県の

先生方はこれをやられています。「真似てみよ

う」と、実際に広島県の高校にお邪魔をして、

ＩＣＥモデルでやっている授業を見せてもら

いました。それを参考に、実際に数学の教員や

生物の教員がＩＣＥモデルを使って授業をや

り始めてみると、多少、生徒は変わるなという

手応えがありました。 

（スライド 28）ＩＣＥモデルは、要するに評

価モデルです。少し難しいのですが、「Ideas」

「Connections」「Extensions」という３つの評

価段階に分かれます。知識・理解、どちらかと

いうと「問い」という、質問かもしれません。

右上に書いていますが、最初は、「関ヶ原の戦

いは何年ですか？」と質問し「1600 年」という

答えが返ってくるというように、どちらかと言

うと覚える、という段階です。先ほど市川先生

から意味付けの話がありましたが、では、覚え

たことをどう意味付けるかという段階が、次の

「Connections」です。２番目の問いは、意味

付けが少し大きすぎると思いますが、「江戸幕

府は 260 年間も続いたのはなぜですか？」とい

う問いで、知っている知識をどのように重ねら

れるかということです。そして「Extensions」

の段階です。「江戸幕府が財政危機です。あな

たが老中ならどうしますか？」という問いです。
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みんながＩＣＥモデルっぽく行っているだけ

かもしれませんが、このことを意識するように

なってから、先生方の授業における問いのレベ

ルは上がっていきました。なかなかうまくでき

ない先生もいますが、できる先生に従っていき、

「問いをどのように考えたらいいのだろうか」

と考えながら取り組んでくれています。これは

まだまだ継続しています。 

（スライド 31）４つ目が、先ほど少し申しあ

げましたノートＰＣの活用です。 

（スライド 32）たまたま地元の自治体から

協力を得られるという話があり、Google の検

証研究に参加することになり、Chromebook と

いうノートＰＣを導入しました。「iPad ではな

いのですか」という話が出て来ると思いますが、

ノートＰＣにした大きな理由はキーボードが

必要だと感じたからです。ある若い教員が「生

徒は英語ができない。スマホの時代だから、あ

いうえおの入力しかできない。ブラインドタッ

チなんてできない、無理だ」とノートＰＣの導

入に反対しましたが、生徒は軽やかに使い、す

ぐにできるようになりました。また、

Chromebook を導入した大元の理由はＣＭＣと

いう管理コンソールをもっている点です。生徒

がノートＰＣを使っている状況が把握できた

り、例えばアプリを一斉にダウンロードしたい

ときにそれが全てできたりするような管理コ

ンソールを持っています。iPad だと、この管理

コンソールがかなり高いことがわかったこと

もあり、Chromebook を選びました。 

（スライド 33）このように、生徒は普通に、

Chromebook を使っています。これはプレゼン

をしているところの様子です。 

（スライド 35）このように、Windows に近い

アプリが全て入っています。例えば文書作成の

「ドキュメント」や Excel にあたるような表計

算もあります。Microsoft のソフトとほぼ互換

性があるので、普通に使っています。「ハング

アウト」を使って、他校の人や海外の学校との

やりとりや web 会議も普通にできます。もちろ

んプレゼンもできます。授業では、「Classroom」

を活用し、電子上のクラスを作りそこでやりと

りをさせています。 

（スライド 37）時間がありませんので、ビデ

オは割愛します。 

（スライド 38）ＰＣの機能がありますから、

YouTube 経由で解説ビデオの視聴ができたり、

共同編集もできたりします。後で少し説明しま

す。Chromebook を使って宿題を提出したり、添

削指導をしたり、Speaking のトレーニングも

できます。我々の業務として、スライドの右上

に書きましたが、会議資料等を電子化しました。

職員会議では、各自はこのノートＰＣだけを持

っていて、紙は見ません。また、アンケートや

ミニテストをおこなえる「フォーム」という機

能もあり、いろいろなことを試している段階で

す。 

（スライド 39）「Classroom」と「フォーム」

だけ少し話をします。 

（スライド 40）共同編集機能です。教員が５

人ほどで集まって、共同編集で作成した跡形が

変更履歴に残っています。誰が何を入力したか

が全てわかりますので、「共同編集で作ったも

のを、後で評価するときにすごく楽だ」と言っ

ています。 

（スライド 41）「Classroom」ですが、このス

ライドは宿題に関する生徒と教員のやりとり

です。教員が「（今日授業でやったことを踏ま

えて、）あなたは山菜をとるために、ある山に

入っています。･･･」ということを書いて、生

徒が返してきたというケースです。この宿題は

文字のみですが、画像や音も入れることができ

ます。冒頭に申しあげましたが、豪雨災害のと

きに、一週間ほど、電車が不通になって学校に

来ることができない子供たちがいました。その

子供たちのために、この「Classroom」に授業

をアップしていました。 

（スライド 42）これは「Forms」で、いわゆ
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るアンケートです。スライドの左側は教頭が働

き方改革の一環でおこなった調査です。右側は

ＳＳＦという土曜日講座をできますか、という

調査で、このような調整もすぐできます。先ほ

ど、授業評価のレーダーチャートをお見せしま

したが、この「Forms」でアンケートをとると、

アンケート結果が Excel の形の「スプレッドシ

ート」にすぐ落ちますので、それを Excel にす

ぐコピーするだけで、すぐに作れます。 

（スライド 43）「ＯＰＰＡ」であります。こ

れも取り入れている学校が多々あるかと思い

ます。 

（スライド 44）山梨大学の堀哲夫先生がこ

の本を書かれて一気に広がったのですが、本校

では理科、数学、国語、地歴といったほとんど

の教科でやっています。 

（スライド 45）これは両面用紙の表面です。

学習する前は、このようにほとんど書けていな

くても、学習した後はこれぐらい書けるように

なっています。ただしこれは、比較的よく書い

ている子のケースです。 

（スライド 46）裏面はこのようになってい

ます。「授業のタイトル」が、いわゆるその日

の授業の目当てです。生徒は授業終わりにわか

ったことを書いていきます。疑問に思ったこと

や質問もここに書き、教員が回収しコメントを

します。そして、次の授業というようになりま

す。定期テストのときには生徒はこれを見返し

て復習しているようです。 

（スライド 47）これは数学のケースです。数

学もこのような形で書いています。 

（スライド 48）こちらは「新学習指導要領の

道筋」についてです。先生方に、どのように「資

質・能力ベース」ということを頭に入れていた

だくかと、２年間にわたって展開してきました。

具体的には、どのような力を付けたいのかとい

う「育てたい生徒像」について、策定まで約１

年半かけて、いろいろな議論、また、ワークシ

ョップをしながら考えてきました。「重点目標

を立てて、全員で考えていこう」というところ

から始まっています。 

（スライド 49）ですので、本校の教員は全

員、この「育てたい生徒像」がわかっていて人

に言える、というところでございます。 

（スライド 50）昨年度末にこのような、学校

のグランドデザインを作りました。これは横浜

国立大学の高木展郎先生のグランドデザイン

をモデルにして制作したものです。ちなみに、

岡山県では今、違うものを作っています。スラ

イド下の、「学校生活の基本（何ができるよう

になるか）」→「教育課程の編成（何を学ぶか）」

→「教育課程の実施（どのように学ぶか）」→

「学習評価を通じた学習指導の改善（何が身に

ついたか）」というサイクルの部分が一番大切

です。 

（スライド 52）今年度に入ってからは各教

科や学年団で、具体化したグランドデザインを

策定して、このサイクルに取り組んでいます。

これは１年次のグランドデザインです。「今年

の 12 月末に年度のまとめをしましょう」とい

うことで、「カリキュラム・マネジメント」を

していく予定です。 

（スライド 53）国語はこのようなサイクル

になっています。 

（スライド 54）実際の授業の様子ですが、あ

まり時間がなくなってきましたので、お見せし

たいところだけをさっとお見せします。 

 

《ビデオクリップ視聴》 

 

これは国語の授業です。これが普通です。先

ほど市川先生のお話にもありましたが、いろい

ろな子にとって、グループ活動をすることで、

確実に力がついていっていると思っています。 

 （スライド 55）「Chromebook」を使うとこう

いう様子になります。 

 

《ビデオクリップ視聴》 
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これは化学の実験の授業で、まず宿題で実験

動画を見るところから始まります。実験をした

後にデータをグループで共有し、「スプレッド

シート」に実験の値を入力しているところです。

そして「Forms」を使って、授業の振り返りを

している様子です。 

 

《ビデオクリップ視聴》 

 

これは、国語の教員が意見を集めるために、

「Classroom」を使って意見を集めているとこ

ろです。感想共有です。話したり黒板に書いた

りすることもあるのですが、ＰＣに入力してみ

ると、このような状況が見えるわけであります。

次いきますね。 

（スライド 56）ついこの間おこなった体育

の授業です。「保健体育の宿題は実現するか」

という裏テーマを作りました。バドミントンの

単元です。バドミントンの授業ですから高く打

ったり、ネットすれすれに落としたりすること

に段階的に取り組んでいきます。事前に、前の

授業のことを宿題として「Classroom」で送り、

内容を確認してきてもらいます。「今日やるこ

とはこういうことですよ」と、ちょうど左上の

写真ですが、もう一度、今日の課題を確認しま

す。そして、「それをするためにはどのような

術があるか」と、中央上の写真のように４つの

中から自分たちのグループができるものは何

かを選ばせます。ラインギリギリに落とすため

に、このようなもの（スライド下の写真）を使

うなど工夫しながら取り組んでいき、生徒が最

終的に記録して振り返り、次に向けてどうして

いくかを考えていく、といったことをしていま

す。 

「高校生のための学びの基礎診断」の教科は

英・数・国ですが、学校を挙げて、知識・技能

を習得させるだけではなく、どのようにしてそ

れらを活用し、うまくみんなとやりとりをする

か、ということをやってきました。 

（スライド 57）このようなグラフはあまり

出さないのですが、生徒の学力は、よくはなっ

ていっています。 

（スライド 58）私たちはどちらかというと、

学習方略の工夫が段々と進んでいくことがよ

いと思っています。学習内容を理解するための

自分なりの学習方法があるという子が、学年が

進むにつれて、どんどん増えているというとこ

ろに、手応えを感じています。 

（スライド 59）ここまで話をさせていただ

いて、最後のところ、課題に入りますが、ハン

ドアウトの内容から少し変えています。ＰＤＣ

Ａサイクルでは、新しい学習指導要領で各教科

の見方・考え方が提示されました。その中で、

「授業改善はただ授業を変えることだけでは

なく年間計画を構造的に作成する」とか、「本

校の生徒に付けたい力はこういうことだ」と先

生方で議論し策定し、「ＰＤＣＡを回していく

にはこうだ。構築していくにはこういうことだ

ろうか」ということに繰り返し取り組むことで

す。結果として、当然、生徒たちが、主体的に

どんどん勉強していってくれればいいわけで

すが、「生徒に基礎学力の定着をどう実感させ

るか」など課題はまだまだ残っています。文科

省の研究開発事業は今年度で終わりますが、こ

のＰＤＣＡサイクル構築の部分については何

らかの形で続けなければいけないなと思って

います。２番目は、「学校全体の取組」です。

もちろん、働き方改革の話を言われる方がこの

後会場の中から出てくるかと思います。「先生、

そんなに一生懸命にしたら大変なことになる

でしょう」。確かにそうです。大変な部分もあ

りますので、残業時間を減らす取り組みもして、

実際、少し下がってきています。残業時間は、

昨年に比べて 12％減りました。質を下げずに

簡単にできることは「Chromebook」を使って簡

単にしようとすることなどが成果かなと思っ

ています。そして、３番目です。これは、口が

すっぱくなるほど本校の教員に言っているこ
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とですが、テストありきではないということで

す。とにかく、学校全体において、自分の目の

前にいる子供たちにどのような力をつけるの

かということです。そして、「高大接続の観点

から学習改善、授業改善を推進していくしかな

いよ」と言いますが、これもまだまだ詰めてい

く必要があると思います。そういう中で、今日

は市川先生から重要なご示唆をたくさんいた

だきました。私自身、生徒の学びの中心は「探

究」ではないかと思いますし、我々自身も探究

のマインドを醸成して、実践していく必要があ

るのではないかと思っています。 

（スライド 60）何かＰＤＣＡ構築のことを

考えて困っているとき、やはり肝は、「本校の

生徒に付けさせたい力はどういうことか」とい

うことです。もちろんアセスメントをしますが、

基礎学力の定着の実感ということについて、生

徒も、我々も含めて、どのようにすればいいの

かを求め、共有していくことが大切なのだろう

と思います。 

（スライド 61）ある校長先生から聞かれた

話です。「先生、学びの基礎診断は、どれをし

たらいいのですか」「何をしたらいいのか、よ

くわからないんですよ」と言います。でも私は

答えを言いません。「○○○○の基礎診断は受

けていますが、Ｄゾーンがちっとも減らない。

１年から２年になると酷い状態になるんです

よ」と言いますが、私は何も答えません。「テ

ストの話をしてるんじゃないんだけど」と思っ

て聞いています。最後に、「県教委も何かやれ

って言うでしょうからね」と、全然オチにも何

にもならない話です。ですので、我々が真摯に

やってきたことをどのようにきちんと県内で

報告するか、広げていくのかということが、大

事だと思っています。 

（スライド 62）最後の「探究」ですけれども、

これは市川先生が言われる通りだと思います。

「特定の形を普及させるということではなく」。

これは、「論点整理」の中に出てきますが、「子

供たちがこうした学びを経験しながら、自信を

育み必要な資質・能力を身に付けていくことが

できるようにすること」と書かれています。こ

れは正にそうだと思っています。学校教育です

から、もちろん授業だけではありませんし、学

校行事もあります。また、部活動もあるわけで

すから、そのような学校の教育活動総体で考え

ていく必要があるわけです。 

（スライド 63）そして、「習得・活用・探究

という学習プロセスの中で、問題発見・解決を

念頭に置いた深い学びの過程が実現できてい

るかどうか。新しい知識や技能を習得したり、

それを実際に活用して、問題解決に向けた探究

活動をおこなったりする中で、資質・能力の三

つの柱に示す力が総合的に活用・発揮される場

面が設定されること」。これが、我々が「探究」

に向かうところだろうと思います。 

（スライド 64）趣旨説明で、荒瀬先生がキャ

リア教育の定義という話をされましたが、これ

もまた引っ張ってきました。中学校の学習指導

要領と高校の学習指導要領の、「探究の時間」

と「総合的な学習の時間」の差を見てみると、

目指しているものが見えてきます。高校では、

「自己の在り方生き方を考えながら、よりよく

課題を解決し発見し解決していく」。中学校で

あれば「よりよく課題を解決し、自己の生き方

を考えていく」。この違いはやはり大きいと思

いますし、そう考えると、このキャリア教育の

定義の中で、いつも私はこう思っていますが、

「一人一人の社会的」というように「社会的」

と書いてあることが、非常に大きな意味を持っ

ているのだと。特に高校においては、もちろん

「職業的自立」ということが意識されなければ

いけないところはありますが、やはり社会の中

で子供たちがどう生きていくのかというとこ

ろを我々は考えていく必要があるだろうと思

っています。 

（スライド 65）そういうことを考えたゆえ

に、「探究」とは、教科・科目の「探究」と「総
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合的な探究の時間」、そして、「生きる力」の一

つの部分が特別活動における「探究」だと思っ

ています。それらをうまく教育活動・教育課程

の中に落としていって、現在できることから少

しずつがんばって、「生きる力」をどうやって

高校生に付けていくのかが大切なことではな

いかと思っています。 

 

 
 

（スライド 66）おわりにあたって、本校はこ

の４つの柱で動いていきます。「Chromebook」

にしても「ＩＣＥモデル」にしても話し出した

ら一時間ではとても足りません。もし何かあれ

ばお問い合わせをいただければと思います。 

（スライド 67）最後に、この会場には大学の

方がたくさんおられると思いますので、勝手に

私が考えていることをお伝えして終わろうと

思います。入試のところで、「高大接続」とい

うように括弧にしてしまうのは適切な表現か

どうかわかりませんが、高等学校、いわゆる中

等教育から高等教育になり社会に出て行くと

いうように、この矢印の形で何となくつながっ

ているわけですし、最近出てくるようなキーワ

ードを全部挙げてみました。大学では、「３つ

のポリシー」という言葉や、「ＩＲを活用して、

どのように学生たちを育てるのか」ということ

も言われ、「社会ではどうだ」という話になっ

ていきます。よく大学の先生と話をすると、「新

卒一括採用が通年採用になっているよね」とい

うところで、「いやこれってもう境目ないぞ」

と感じます。実は今日のような会に出てきて先

生方と議論をしていくと、正にここが高大接続

なのだと思います。高等学校と、いわゆる高等

教育の学校群ともっと密接な形でつながって

いき、最終的に入試のあり様の話になるのかな

というように思っています。 

（スライド 68）最後でございます。予告です

みません。来年（2019 年）の２月６日でござい

ます。今日の話にデータを付けて、私ではなく

担当者がきっちり報告をするという最終報告

会を本校でやろうと思っております。もし興

味・ご関心があれば、本校のＨＰで間もなく公

開されますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

どうもありがとうございました。 
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